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 人々は昼も夜も水車を踏む    
水車の数３２７台           
   水路の不良，用水の不足      
万策尽きたる             
   本村多年の苦痛           
最後の手段              


























































⇒およそ 2ｃｍが 2000㎞だ 
アラスカ→NZ 休まぬ渡り鳥
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  ○1 マスが約 2000 ㎞であることを会話の中で突き止め，アラスカ～オーストラ
リア間には何マスあるか数える。 
   （前頁の子どものノートには緯線が 5本書き込まれている。） 
４ 地図は，緯線と罫線を使って位置を示すことができることを教え，拡 
大写真「ワイキキ海岸」でハワイ島，「バオバブの木」 
でマダガスカル島を地図帳から探し出す。        
  ○地図帳で記号を使って探す場所を見つけ合う。 





 ○ ぼくは，オオソリハシシギがものすごい鳥だということがわかりました。1 万キロ以
上も飛び続ける，何も食べないで体重が半分に，驚きを超えて「すごい。」の一言です。
（倉田） 
 ○ わたり鳥の話が地図帳の使い方につながっているなんて，考えてもみませんでした。
地図の上で場所を説明する時，たて線（経線）と横線（緯線）をつかうといいことが
わかりました。（小松） 
 ○ 命をかけて渡っていく鳥たちのすごさ，根っこが上になった（？）というバオバブの
木，今日の勉強は知らないことばかりでした。世界のことを全部知りたいくらいです。
（樋口） 
 授業後には，上記のように短時間で書ける“三行まとめ”を書かせている。書く内容
は，「わかったこと」「疑問に思ったこと」「知りたいこと」「よくわからなかったこと」
など何でもありである。三行なら全員が書くことができ，その場で子どもの理解度をつ
かむことができ，それは即教師への評価にもなる。 
 授業は，子どもたちにとって新鮮な驚きとなり，「楽しかった。」との感想を全員が持
った。わたり鳥の予想だにしない飛行を知り，それが地図帳の活用につながり，少し知
っていた（「少し知っていると「もっと知りたい」になる）ハワイやバオバブの木のこと
にまで学習が広がった。子どもたちの感受性や受け止めを信じての授業は，こんなに楽
しいものだと再認識させられた時間であった。 
地図は地表のある場所を示し，距離や方位や大きさなど，事象の事実関係を把握でき，
他の資料で補う中でその事象の全体理解に迫ることができる。まさしく，地図学習は空
間概念であり，子どもたちの知る楽しみを飛躍させるものである。 
 一方，世界に関する学習は 6年生で登場するが，その内容は「世界の中の日本の役割」
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となり，経済や文化で繋がりの深い国々の中から 1 か国を選択して学ぶようになってい
る。グローバル社会になったとはいえ，世界には日本と経済や文化等で繋がっていない
国はたくさんある。しかし，そういう国にも知られざる未知なる事象があり，子どもた
ちは興味関心を持ち意欲をかきたてられる。「繋がり」という括りだけでは，学ぶことの
面白さは得られない。 
 今，世界の様々な出来事がメディアを通じて瞬時に報道され，子どもたちは日々目に
しているが，それは川の流れと同じように目の前を過ぎ去り，意識の中にはほとんど存
在していない。教育に国際化という視野を持つなら，その根底に子どもたちが興味関心
を抱く事象においても世界に目をひらかせる必要がある。そしていつでも手元に地図帳
があり，知的好奇心あふれる姿にしたい。 
 
５ まとめ 
情報化や国際化は，これまでとは違った知識や学力を求め，その知識等が新たな価値を
生み出す構造（知識基盤社会）をもたらした。ＰＩＳＡ等の国際学力調査によると，子ど
もたちの学力や学習意欲は相対的に低下傾向にあり，しかも二極化が生じている。意欲は
全ての土台であることを考えると，生活や学ぶ意欲に目を向けずに授業をすることは，教
師なら許されない。 
教科書はこうした点も組み込んで編集されるようになったが，教科書に取り上げられた
教材は言わば既製品であり，多様な子どもたちに学ぶことの楽しさを十分に与えることは
できない。教師の視野の中に既製品である教科書だけがあるとするなら，教師は「どう教
えるか。」の方法にとらわれ，必然的に指導技術のみに目を向けることになっていく。 
一方，足繁く通って資料を発掘しての教材化，また広い視野を持ち続けて教材化するこ
とは，教師の授業への思いの上に成り立っている。しかし，一教師の教材化は多分に授業
構成においても検証においても改良の余地を残しており，他に公開し実践する中で耐え得
るものとなっていく。こうした一般化は，社会化であり教材作りの基である。 
 以上のことを教師力の形成という視点でまとめる。 
① 教材を自ら作ろうとする問題意識は，地域にある様々な事象と出合い，「このことを子
どもたちにぜひ教えたい。」が推進力となっている。この問題意識は有意であり，教材化
し子どもたちに力をつけたいという明確な目的を常に持っているということである。こ
の行動は教師自身の自己教育に他ならず，教師として最も大事な部分である。 
② 教材は，教育内容であるとともに教育目標に達するための手段となる。授業は目標に達
することが命題であり，そのために深い教材研究が求められる。 
教材を研究するということは，単に授業に役立たせるに留まらず，教科（学問）の本質
に迫ろうとすることであり，教育という文化へのアプローチである。 
前述の二つの実践は，前者は生活の舞台である地域社会という学校が依って立つ足元へ
の思いであり，後者は世界を知るという中での視野の拡大である。 
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③ 授業を組み立てることは，子どもの丸ごとの把握・一人ひとりの学習理解度・集団とし
ての学級の在り方が問われることでもある。例えば，日常の授業はどうであろうか。理
解力のある子・機転の効く子・活発な子など限られた者たちが発言し，教師もこの線上
で授業を展開する。時に，理解していても消極的な子やあやふやな子たちを指名したり
して進める。 
また，学ぶ集団として機能不足の学級では，子どもたちが理解しているかどうかを検
証する間もなく過ぎていく。教師は，こうしたことに敏感にならなければ，様々な格差
を生みだすことに想像を巡らせてほしい。共に学び合って伸びようとする学級集団にし
なければ，真の学びは得られない。 
④ 授業と生徒指導は不可分の関係にある。授業時における生徒指導は，「学習態度等の指
導」と「一人ひとりを生かす指導」に分けることができる。とりわけ授業成立の基盤で
ある学習態度等の指導は，小学校においても中学校においても強く求められる。今，子
どもたちの問題行動は多様化し教師の手に余ることもあるが，このことに真摯に向き合
うことは世の中を学ぶことでもある。矛盾や理不尽さに突き当たり，生徒や仲間の教師，
保護者と共に考え悩み解決に迫ることは，教師として本物の資質や能力を獲得すること
である。 
 
たまに教え子と会うことがあり，皆それぞれの道を元気に歩んでいる。嬉しい限りであ
る。高学年担任時の話題になると，「中学生時代にも高校時代にもあのような学級はなかっ
た。」と多くの者が言う。当時は，Ｙ先生の人となり指導技術なりに追いつこうともがいて
いた頃であり，自己を確立したいとの思いが先に立ち，教師力があるとは到底思えなかっ
た。 
その学級に力はあるがちゃらんぽらんだったＨ君がいた。一浪して本校に入り，企業に
勤めた後に再度学び直し，一度離れたふるさと（地域）にもどり他大学で教えている。 
 
 
 
 
  
